慰謝料請求書

貴殿は、私の配偶者である○○○○が既婚者であることを知りながら、令和○年○月頃から令和○年○月頃までの間、○○○○と不貞行為（肉体関係を伴う交際）を続けました。
貴殿の行為は、私の夫婦として平穏に生活する権利を侵害する民法上の不法行為に当たります。貴殿は、私が受けた精神的苦痛を賠償する責任を負います。
そこで、私は貴殿に対し、慰謝料として金○○○万円を請求します。本書到達後１０日以内に、下記の口座へお振り込みください。
記
○○銀行○○支店　普通預金
口座番号○○○○○○○
口座名義○○○○
期限までにお支払いもご回答もない場合は、訴訟の提起など法的手続きをとることを申し添えます。
令和○年○月○日
○○県○○市○○町○丁目○番○号
○○○○
○○県○○市○○町○丁目○番○号
○○○○　殿

記入上の注意（このページは印刷・送付しないでください）
・1ページ目は、日本郵便が定める謄本の書式（横書き：1行20字以内・1枚26行以内）に合わせています。○○の部分を書き換えると行が増えることがあります。1枚に収まらない場合は2枚目に続け、つづり目に契印を押してください。
・数字は全角で入力してください。句読点や記号も1字と数えます。
・不貞行為の期間、請求額、振込期限、振込先は、実際の事情に合わせて書き換えてください。慰謝料の金額や書き方に迷う場合は、弁護士に相談してください。
・同じ内容の書面を3通（受取人に送る内容文書1通、謄本2通）用意し、差出人と受取人の住所氏名を書いた封筒と一緒に、内容証明を扱う郵便局の窓口へ持参します。一般書留で差し出し、配達証明を付けると、相手が受け取った日も証明できます。
・作成：離婚弁護士相談広場（https://agoora.co.jp/rikon/）
